






する）には、千首を超える萬葉歌が所収され、萬葉集の伝来史・訓点史の上から価値ある資料であ ことについて今まで幾度か触れてきた。 『名寄』は、私撰集中最も多くの漢字本文表記（以下「本文表記」と略称する）の長歌を所収する。 『名寄』所収萬葉集長歌一〇五首（述べ一三八首） うち、 『名寄』が初めての引用文献である（渋谷虎雄『古文献所収万葉和歌索引』に拠る）歌が十四首あり、このうち本文表記が七首、仮名表記（平仮名・片仮名 が六首、本文表記と仮名 の混在する長歌が（以下「混在表記」と略称 ）一首である。長歌は短歌に比べて勅撰集をはじめとして歌集・歌書に引用される例は極めて少なく、 『名寄』編纂時の鎌倉時代に至っても、引用されたことのない長歌がかなりあったのである。 『名寄』が地 に着目して部分的にせよ長歌を引用することがなければ、長歌がることは更に ったであろう。
長歌は、引用する文献が少ないが故に、萬葉集古写本から直接引用




































































































































































読人不知とする。『名寄』 が長歌を所収するにあたって勅撰集に依拠することはなかった。勅撰集以外の歌集・歌書にも依拠した可能性は極めて低い。表Ⅰには仮名表記長歌全ての 付と作者名表記を調べた結果を示した。本文表記 六十四首（述べ数）のうち「万」という集付が記されているものが十八、そのうち十一には巻数も記されている。一方仮名表記は六十八首のうち集付が されているものが三十二、そのうち二十二に巻数が記されていた。これをみると集付は仮名表記に記されている割合が高い。巻数は本文表記 誤りは四、仮名表記のそ は二で、これも仮名表記が正しく記す割合が高い。また本文表記・仮名表記とも萬葉集以外の集付 る例は一例もない。つまり仮名表記も萬葉集以外の歌集・歌書より採取された可能性 、長 に関する限り殆どないと言ってよいようである。さらに作者名表記をみると興味深いことがわかる。作者名表記は本
文表記・仮名表記とも集付より記される割合は遥かに少ない。本文記六十四首中、作者名が萬葉 中に明 も 五十三
⑷
、







































本文 集付 万のみ 巻数有 作者 備考 かな 集付 万のみ 巻数有 作者 備考 混在
1 10 1 1 0 2 1 3 3 1 2 1 1 0
2 13 4 1 2 2 2 3 2 0 2 0 1
3 4 1 1 0 0 7 4 1 3 1 2
4 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 9 5 1 4 0 13 4 1 3 5 2 1
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
9 5 2 1 1 0 7 3 0 3 0 1
10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
13 11 3 1 2 0 5 3 0 3 0 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 1 0 0 1 0 2 1 0 1 0 0
16 3 0 0 0 0 2 1 1 0 0 0
17 5 1 1 0 0 15 5 5 0 4 3 0
18 1 1 0 1 1 4 3 3 0 3 1 5 0
19 0 0 0 0 0 5 0 0 0 1 6 1
20 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
64 18 7 11 5 68 32 10 22 13 6
※ 1　数はすべて述べ数
※ 2　混在表記は集付はなし、作者名は人丸 2　赤人 1　虫麻呂 1　田邊福麻呂 1　家持 1
備考 1　作者名左注にあり 備考 4　家持
備考 2　作者名は２例共赤人 備考 5　家持
備考 3　家持 2　大伴黒主 1　大伴池主 1 備考 6　家持




















































































































































































が新点歌かは明らかではなかった。橋本進吉氏によって新点歌 明らかとなったが、その後武田祐吉氏や上田英夫氏の調査によって、この新点歌の数は減じることとなる。上田氏は武田氏の調査 加え、つごう九十六首を除き 五十六首 仙覚以前に全く付訓されていない歌「純粋の新点歌」とした。 『名寄』所収新点歌中にこの「純粋の新点歌」があり、それが仙覚新点と異なっていれば、 『名寄』の成立年代 考えると、仙覚以前に付訓された可能性もあり、上田氏が「純粋の新点歌」とされた五十六首がさらに減じることになるのであ 仙覚披見の萬葉集古写本には確かに訓は かったが、仙覚が見た以外に多くの写本が都には存在したであろうし、仙覚以後も無訓歌のままで放置することなく、付訓の努力はなされ、仙覚校訂本が都で流布する 次第に無訓歌 数は少なくなっていったと考えるの 妥当 は かろうか。仙覚以前以後何れにせよ と無関係に付訓された新点 存


















































































































































































































































「純粋の新点歌」とされる一首であるが、一字一音表記で訓むことが困難ではない。防人歌で方言が用いられ、意味が解り辛いことが、無訓であった理由であろうか。 「た り」は「タマハリ」の「マハ」が「ニイ―にい」と見誤られ、 「あられ・ もたれ」もこれでは意味不明である 、 「シ」 を 「レ」 と見誤ったもので なかろうか。 「カヘリ」が「ウヘク」になったのは「カ」と「リ」が「カ→ウ→う」 、 「リ→ク→く」と崩して書いた片仮名を誤認したと考えることができ 片仮名傍訓本に依拠していたと推測されるのである。一 『名寄』 漢字本文に訓が付されていたとすると、 「タマハリカヘ ミス」を「たにいりうへくみす」と誤認するであろうか。当該歌から『名寄』の依拠した萬葉集古写本は一部片仮名別提訓であった可能性もうかが 。細川本の朱の書入れは東歌に偏在していた
⑿
。それは片仮名を誤認































































されているが、片仮名の誤認により生じた訓とは考えられない。高松宮本・宮内庁本は細川本の修正前の訓と一致 、 『名寄』としてはこの訓を所収していたのである。確かに「シ」と「レ」 、 「つ」と「ヘ」という誤認し易い例もあるがそれだけではない 思われる。
東歌は無訓でも一字一音ならば訓むことは困難ではない歌も多く、










































































































































































































くら貝まきたる」 である。①は元紀で 「カラカノシマ」 とあるが、 『名寄』は高松宮本「カラ下
本
ノ」宮内庁本「から下の」とあり『名寄』の依拠



















－ 19 － － 18 －









































































































































仮名表記においても『名寄』写本は全て「さゝめかる」で異同はなく、本文表記と同じであった。 のことは当該歌を所収するに依拠した文献は も仮名表記も同じであったことを表していると考えてよいので ないか。元金廣細無では本文が「左佐我留」 、訓は元
右赭
・廣










表記の考察の結果を否定するも は かった。仮名表記も萬葉集古写本に依拠するものであり、それ以外の歌集・歌書に依拠する可能性は極めて低い。それは非仙覚本系の片仮名傍訓であり（一部に片仮名別提訓の歌を含む） 、片仮名の誤認と推定される が存するこ から、訓のみ平仮名に替えて書写したと思しい。紀州本や廣瀬 ・細井











芸出版） 、歌集・歌書は『日本歌学大系』 （風間書房） 、 『和 文学大辞
 
典』 （古典ライブラリー） 、萬葉集古写本は『校本萬葉集』 （略号も。但し神田本・神は紀州本 紀とする。 ）に拠る。 『名寄』 写本・略号については『 『歌枕名寄』伝本の研究』 （和泉書院二〇一三年二月）に拠る。 『名寄』細川本の略号は、萬葉集古写 細井本と区別する
－ 21 － － 20 －
め細を用いる。⑴
 　












































































































① ② ③ ④ ⑤細川本歌句 ⑥新点歌句 (西本願寺本 ) ⑦ ⑧ ⑨
1 34 5260 3 388 やけすとも 開去歳（アケヌトシ）
2 34 5260 3 388 たちさわくらし 立動良之（タチサハクラシ）
3 35 5374 6 963 なにのみは 名耳乎（ナニノミヲ）
4 35 5374 6 963 なこ山とおもひて 名兒山跡負而（ナコヤマトオヒテ）
5 35 5374 6 963 われこそは 吾戀之（ワカコヒノ）
6 35 5374 6 963 なくさまなくに 奈具作米七國（ナクサメナクニ）
7 18 2639 13 3234 いそせの原に 五十師乃原尓 (イソシノハラニ )
8 1 39 13 3236 山しろの 山科之（ヤマシナノ） ★２
9 1 39 13 3236 われはこえゆく 吾者越徃（ワレハコエユカム）
10 1 39 13 3236 あふさかの
イ無
やまを 相坂山遠（アフサカヤマヲ）
11 38 5857 13 3247 ぬま川の 沼名河之（ヌナカハノ） ○
12 13 1916 13 3330 わけのほる 引登（ヒキノホル）
13 37 5819 16 3875 ぬるくはいてすは 奴流久波不出（ヌルクハイテス） ○
14 13 1889 16 3886 かたまちをれる 難麻理弖居（カタマリテヲル）
15 13 1889 16 3886 あしやまをは 葦河尓乎（アシカニヲ）
16 3 3957 17 3957 なら山かけて 奈良夜麻須疑氐（ナラヤマスキテ）
17 3 3957 17 3957 こまをとゝめて 馬駐（ウマトヽメ）
18 29 4219 17 3985 秋は野に 安吉乃葉乃（アキノハノ） ✳２ ★１
19 29 4221 17 3991 はふくすの 波布都多能（ハフツタノ） ✳３
20 29 4216 17 3993 かたにあさしほみては
可多尓安佐里之（カタニアサリシ）　
思保美弖婆（シホミテハ）
21 29 4216 17 3993 あまヲ舟 阿麻夫祢尓（アマフネニ） ✳３
22 29 4293 17 4000 ことなへに 等許奈都尓（トコナツニ） ○
23 29 4293 17 4000 於婆勢流 於波勢流（オハセル） ★１
24 29 4295 17 4003 あまそゝく 安麻曽々理（アマソソリ）
25 29 4295 17 4003 きよき淵に 吉欲伎可敷知尓（キヨキカフチニ）
26 29 4295 17 4003 あさみすき 安佐左良受（アササラス）
27 29 4222 17 4006 かきあそふ 可伎加蘇布（カキカソフ） ○
28 29 4222 17 4006 やむさひたてる 可牟佐備弖（カムサヒテ）
29 29 4222 17 4006 たてるつるのき 多氐流都我能奇（タテルトカノキ）
30 29 4222 17 4006 もとしへも 毛等母延毛（モトモエモ）
31 29 4222 17 4006 およ角とき葉に 於夜自得伎波尓（オヤシトキハニ）
32 29 4301 17 4008 異同なし ★１ ○
33 29 4223 17 4011 くもかゝり 久母我久理（クモカクリ）
34 29 4209 18 4101 すゝの山 珠洲乃安麻能（ススノアマノ）
35 29 4209 18 4101 おきつみかへに 於伎都美可未尓（オキツミカミニ）
36 29 4209 18 4101 つ心なくさに 心奈具佐余（コヽロナクサヨ）
37 29 4209 18 4101 なく五月の 伎奈久五月能（キナクサツキノ）
38 29 4217 18 4116 雪かへにまして 雪消溢而（ユキキエミチテ） ✳２ ○
39 29 4217 18 4116 いましにのみ 伊夜末思尓乃未（イヤマシニノミ）
40 29 4217 18 4116 思むすほし 於母比牟須保礼（オモヒムスホレ）
41 20 2969 20 4372 御坂たにいり 美佐可多麻波理（ミサカタマハリ） ○
42 20 2969 20 4372 うへくみす 可閇理美須（カヘリミス）
43 20 2969 20 4372 あれはくへゆく 阿例波久江由久（アレハコエユク）
44 20 2969 20 4372 あられとおもたれ
阿良志乎母（アラシヲモ）多志夜
波婆可流（タシヤハハカル）　
①細川本巻数　②細川本歌番号　③萬葉集巻数　④萬葉集歌番号⑦✳仮名表記の重出歌、数字はその数
⑧★は本文表記として所収されている歌、数字はその数　⑩○は純粋の新点歌
※仮名遣いの違いは取り上げない。

